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Ⅰ
　
本
年
は
、
八
〇
年
前
の
一
九
四
三
年
一

二
月
、
徴
兵
猶
予
停
止
に
よ
り
大
学
高
専

（
文
系
）
に
学
ぶ
学
徒
が
、
国
家
の
要
請
に

従
っ
て
学
業
を
捨
て
て
戦
場
に
赴
き
、
多

く
の
学
徒
が
戦
死
し
た
、「
学
徒
出
陣
」
の

記
念
す
べ
き
年
で
あ
る
。「
わ
だ
つ
み
の
悲

劇
を
繰
り
返
す
な
」
と
五
〇
年
に
設
立
し

た
日
本
戦
没
学
生
記
念
会
、
及
び
こ
れ
を

継
承
す
る
当
記
念
館
は
、
毎
年
、
一
二
月

一
日
を
「
不
戦
の
日
」
と
し
集
会
を
開
い

て
き
た
が
、
学
徒
出
陣
の
一
〇
年
毎
の
節

目
の
年
に
は
、
全
国
の
大
学
で
集
中
し
て

集
会
・
講
演
会
を
開
き
、
声
明
を
発
表
し

て
き
た
。
と
く
に
出
陣
世
代
の
生
存
者
が

軸
と
な
っ
て
実
施
し
た
、
一
九
九
三
年
の

五
〇
周
年
記
念
の
全
国
キ
ャ
ン
ペ
イ
ン
は

大
き
な
成
果
を
挙
げ
た
。

　
一
九
四
三
年
一
〇
月
二
一
日
、
文
部
省

（
及
び
学
校
報
国
団
本
部
）
が
主
催
し
て
、

東
条
首
相
の
激
励
演
説
に
応
じ
て
出
陣
学

徒
代
表
が
「
生
ら
も
と
よ
り
生
還
を
期
せ

ず
」
と
述
べ
た
、
明
治
神
宮
外
苑
の
学
徒

出
陣
壮
行
会
が
行
わ
れ
た
。
記
念
館
は
、

こ
の
二
一
日
に
合
わ
せ
、
一
〇
月
二
〇
日

か
ら
二
四
日
の
期
間
に
、
有
楽
町
朝
日
ギ

ャ
ラ
リ
ー
に
て
「
平
和
の
た
め
の
遺
書
・

遺
品
展
―
―
「
学
徒
出
陣
」
八
〇
周
年

―
―
」
を
開
催
す
る
。

　
八
〇
年
前
の
事
態
は
た
し
か
に
「
歴
史

の
領
域
」
に
入
り
つ
つ
あ
っ
て
、
三
〇
年

前
に
は
壮
健
だ
っ
た
七
〇
歳
台
の
出
陣
世

代
は
ほ
と
ん
ど
生
存
さ
れ
て
い
な
い
。
と

こ
ろ
が
冷
戦
が
終
わ
っ
て
世
界
は
お
お
む

ね
、
平
和
な
国
際
分
業
と
相
互
交
流
の
時

代
を
享
受
し
て
い
た
の
に
、
昨
年
来
の
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
事
侵
攻
に
よ

っ
て
、
世
界
は
突
然
の
よ
う
に
現
実
の
戦

争
に
直
面
す
る
。
報
道
は
戦
争
の
苦
悶
を

連
日
リ
ア
ル
に
伝
え
る
。
ロ
シ
ア
は
平
和

を
維
持
す
べ
き
国
連
安
全
保
障
常
任
理
事

国
Ｇ
５
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
な
が
ら
、
外

国
で
あ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
自
国
の
「
生
命

線
」
に
設
定
し
て
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
阻
止

か
ら
政
権
転
覆
ま
で
を
狙
い
、
公
認
の
国

境
を
越
え
て
軍
隊
を
進
め
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

東
部
地
区
を
自
国
の
領
土
に
編
入
し
て
い

る
。
し
か
も
ロ
シ
ア
は
核
大
国
で
あ
り
核

使
用
さ
え
仄
め
か
す
。

　
戦
争
は
対
岸
の
火
事
で
は
な
い
。
現
代

中
国
は
、
急
激
に
経
済
力
、
軍
事
力
を
強

め
て
覇
権
を
ア
メ
リ
カ
と
争
う
大
国
と
な

り
、
南
シ
ナ
海
の
支
配
を
求
め
て
近
隣
諸

国
と
対
立
し
、
ま
た
独
自
の
政
治
社
会
信

条
を
掲
げ
る
台
湾
を「
中
華
人
民
共
和
国
」

に
軍
事
的
に
吸
収
す
べ
く
戦
略
を
立
て
て

い
る
。
台
湾
有
事
で
あ
る
。
徒
に「
危
機
」

を
強
調
す
べ
き
で
は
な
い
が
、
し
か
し
、

国
際
政
治
の
動
向
は
予
断
を
許
さ
な
い
。

遺
書
展
は
現
在
の
〈
戦
争
と
平
和
〉
の
こ

の
焦
点
に
合
わ
せ
て
組
み
立
て
ね
ば
な
ら

な
い
。

Ⅱ
　
先
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
は
日
本
の

中
国
侵
略
か
ら
始
ま
っ
た
。
日
本
は
、
中

国
東
北
地
方
の
満
州
と
内
外
蒙
古
を
日
本

の
生
命
線
と
し
、
一
九
三
一
年
、
満
州
事

変
を
起
こ
し
て
「
満
州
国
」
を
立
て
進
ん

で
華
北
に
侵
入
、
三
七
年
、
中
国
と
全
面

戦
争
と
な
る
。
中
国
民
衆
の
抵
抗
と
と
も

に
戦
争
は
泥
沼
化
し
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る

石
油
禁
輸
か
ら
四
一
年
、
日
本
は
米
英
蘭

と
開
戦
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
独
ソ
戦
と
重
な

っ
て
全
面
的
な
世
界
戦
争
に
至
る
。
日
中

戦
争
の
侵
略
と
悲
惨
は
、
渡
辺
直
己
（
広

島
高
師
）、
松
永
茂
雄
・
龍
樹
兄
弟
（
國
學

院
大
）、
篠
崎
二
郎
（
同
志
社
大
）
な
ど
の

学
徒
兵
の
遺
稿
に
記
さ
れ
て
い
る
。
日
本

軍
は
太
平
洋
戦
争
の
初
期
の
勝
利
に
よ

り
、
戦
線
を
マ
レ
ー
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
へ
広
げ
る
が
、

四
二
年
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
空
決
戦
に
敗

北
、
四
三
年
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
を
失
っ

て
、
敗
勢
は
決
定
的
と
な
る
。
各
地
の
苦

難
の
状
況
は
、
宇
田
川
達
（
早
大
）、
田
村

正
（
東
大
）、
な
ど
が
記
す
。

　
学
徒
の
徴
兵
猶
予
停
止
は
、
下
級
将
校

戦
死
の
補
充
、
知
能
と
技
術
を
要
す
る
航

空
機
戦
闘
員
の
短
期
養
成
、
な
ど
を
直
接

の
目
的
と
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
敵
国
学
徒

兵
は
す
で
に
戦
場
で
戦
っ
て
い
た
し
、「
聖

戦
完
遂
」
の
要
請
を
そ
の
ま
ま
受
け
取
る

学
徒
は
多
数
で
あ
っ
た
。
し
か
し
少
数
と

は
言
え
「
聖
戦
」
に
疑
問
を
抱
き
、
或
い

は
公
然
と
、
或
い
は
秘
か
に
日
記
に
、
反

戦
を
書
き
つ
け
た
学
徒
は
存
在
し
た
。

佐
々
木
八
郎（
東
大
）、松
岡
欣
平（
東
大
）。

こ
の
ま
ま
学
業
を
続
け
た
い
と
の
遺
稿
の

な
か
に
は
、
と
く
に
学
芸
・
文
化
と
軍
隊
・

戦
争
は
本
来
的
に
両
立
し
な
い
、し
難
い
、

と
整
然
と
書
き
遺
し
た
文
章
は
、原
亮（
慶

大
）、
中
村
徳
郎
（
東
大
）、
な
ど
数
多
い
。

　
遺
稿
の
主
題
は
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
れ

ぞ
れ
に
要
約
は
尽
く
せ
な
い
が
、
世
界
戦

争
を
「
自
由
主
義
」
と
「
全
体
主
義
」
の

戦
争
と
し
、
全
体
主
義
の
敗
北
は
明
白
、

と
断
定
し
た
上
原
良
司
（
慶
大
）
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。
永
田
和
生
（
京
大
）
は

四
三
年
の
イ
タ
リ
ア
降
伏
に
際
し
、
イ
タ

リ
ア
内
戦
と
と
も
に
「
第
二
戦
線
」
を
め

ぐ
る
連
合
国
（
米
英
ソ
）
間
の
対
立
を
分

析
し
、
戦
後
の
冷
戦
を
予
測
す
る
か
の
よ

う
だ
。
専
門
研
究
に
即
し
た
遺
稿
で
は
、

歴
史
学
の
柳
田
陽
一
（
京
大
）
は
歴
史
に

抵
抗
す
べ
く
し
て
「
流
さ
れ
る
」
苦
痛
を

記
し
、
林
尹
夫
（
京
大
）
は
時
代
を
生
き

て
こ
そ
「
歴
史
」
を
理
解
で
き
る
の
に
自

分
の
世
代
は
「
祖
国
の
為
の
死
、pro     

patria
m
ori

        
   」
で
滅
び
行
く
、
と
敗
戦
直

前
、
狂
わ
し
い
ま
で
の
手
記
を
遺
す
。

　
か
く
し
て
学
徒
出
陣
八
〇
周
年
の
本
年

は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
現
実
の
戦
争
の
さ
な

か
に
あ
る
。
日
本
国
民
は
こ
の
事
態
に
あ

っ
て
平
和
を
確
保
し
、
戦
争
を
止
め
さ
せ

る
努
力
を
惜
し
ん
で
は
な
ら
ず
、
ま
た
政

府
一
存
、
成
り
行
き
任
せ
に
し
て
は
な
ら

な
い
。
朝
日
ギ
ャ
ラ
リ
ー
遺
書
・
遺
品
展

に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
各
人
で
そ
れ
ぞ
れ

に
〈
戦
争
と
平
和
〉
の
全
体
像
を
描
い
て

い
た
だ
き
た
い
。

撮影／斎藤 尚義

開
館
日
　
月
・
水
・
金

　
　（
祝
日
・
夏
季
・
冬
季
休
館
あ
り
）

時
　
間
　
午
後
一
時
～
四
時

＊
団
体
の
場
合
は
別
途
考
え
ま
す
の
で
曜

日
・
時
間
等
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

入
館
料
　
無
料

＊
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
あ
り
ま
す
。

＊
資
料
閲
覧
・
映
像
の
視
聴
は
事
前
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

＊
ア
ク
セ
ス
　
地
下
鉄
丸
の
内
線
・
大
江
戸

線
「
本
郷
三
丁
目
」
下
車
七
分

入　館　案　内

　
平
和
の
た
め
の
遺
書
・
遺
品
展

　
　
們
們
「
学
徒
出
陣
」
八
〇
周
年
們
們
に
つ
い
て

　
 屋
屋
屋
屋
 （
一
〇
月
二
〇
～
二
四
日
、
有
楽
町
朝
日
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
 屋
屋
屋
屋
屋
屋
屋
屋
屋
屋
屋
 
館
長
　
岡
田
裕
之
　

芦
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特
定
非
営
利
活
動
法
人 

わ
だ
つ
み
の
こ
え
記
念
館
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二
〇
二
三
年
五
月
一
三
～
一
四
日
、
東

京
大
学
五
月
祭
並
行
企
画
と
し
て
、
東
大

本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
教
育
学
部
に
お
い
て
、

「
戦
没
東
大
生
の
遺
稿
展
～
学
徒
出
陣
八

〇
年
」
を
企
画
実
施
し
た
。
私
が
担
当
す

る
東
大
授
業
「
博
物
館
概
論
」
受
講
者
有

志
と
わ
だ
つ
み
の
こ
え
記
念
館
の
主
催

で
、
記
念
館
に
は
展
示
品
の
貸
し
出
し
を

は
じ
め
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
二
日
間

で
約
二
五
〇
名
の
来
場
、
学
内
外
か
ら
小

学
生
か
ら
九
〇
代
の
方
ま
で
、
狭
い
展
示

空
間
は
多
く
の
方
で
賑
わ
っ
た
。

　
チ
ラ
シ
や
展
示
紹
介
映
像
は
学
生
が
作

成
、
展
示
空
間
の
作
成
も
記
念
館
に
ご
指

導
い
た
だ
き
な
が
ら
学
生
が
行
い
、
貴
重

な
学
び
の
機
会
と
な
っ
た
。

　大
学
生
と
学
徒
出
陣
を
考
え
た
十
年

　
こ
の
企
画
に
は
前
史
が
あ
る
。
私
は
二

〇
一
二
年
か
ら
記
念
館
を
授
業
受
講
者
に

見
学
し
て
も
ら
い
、
レ
ポ
ー
ト
を
課
す
こ

と
を
続
け
て
い
る
。
理
由
の
第
一
に
、
博

物
館
の
展
示
を
自
分
と
関
わ
ら
せ
な
が
ら

見
る
姿
勢
を
培
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い

が
あ
る
。
昭
和
後
期
生
ま
れ
の
私
は
戦
争

を
知
ら
な
い
。
し
か
し
、
祖
父
母
か
ら
戦

争
体
験
や
戦
死
し
た
家
族
の
こ
と
を
日
常

的
に
聞
い
て
育
つ
中
で
、
非
体
験
者
に
は

非
体
験
者
な
り
の
伝
え
方
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
た
。
そ
の
折
、
偶
然

記
念
館
近
く
を
通
り
が
か
り
、
恥
ず
か
し

な
が
ら
館
の
存
在
を
初
め
て
知
っ
た
私

は
、
展
示
に
強
く
心
を
打
た
れ
、
ぜ
ひ
学

生
に
訪
ね
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
た
。

　
第
二
に
、
東
京
大
学
と
学
徒
出
陣
は
以

下
の
様
々
な
意
味
で
関
係
が
深
く
、
東
大

生
は
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
こ
の
問
題
に

向
き
合
え
る
と
考
え
た
。
周
知
の
通
り
、

学
徒
の
送
り
出
し
を
容
認
し
た
こ
と
。
出

陣
学
徒
壮
行
会
の
代
表
は
東
大
生
で
あ
っ

た
こ
と
。
そ
し
て
戦
後
、『
き
け
　
わ
だ
つ

み
の
こ
え
』
刊
行
に
至
る
運
動
の
起
点
と

な
っ
た
『
は
る
か
な
る
山
河
に
』
は
、
東

大
戦
没
学
生
の
手
記
と
し
て
東
大
協
同
組

合
（
後
の
東
大
生
協
）
出
版
部
か
ら
刊
行

さ
れ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

　
第
三
に
、教
育
学
を
専
攻
す
る
私
に
は
、

と
も
す
る
と
反
戦
平
和
と
い
う
ゴ
ー
ル
あ

り
き
に
な
り
が
ち
な
平
和
学
習
を
と
ら
え

直
し
た
い
、
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
。
学

生
に
は
、
反
戦
平
和
を
押
し
付
け
る
わ
け

で
は
な
い
、
展
示
に
即
し
て
で
き
る
だ
け

自
由
に
考
え
て
ほ
し
い
、
と
求
め
続
け
て

い
る
。
そ
れ
で
も
結
論
誘
導
的
と
言
わ
れ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
が
。

　
展
示
見
学
を
課
し
て
か
ら
十
年
の
間

に
、
少
し
づ
つ
変
化
が
生
ま
れ
て
い
る
。

最
初
の
頃
は
、
祖
父
が
学
徒
出
陣
組
だ
っ

た
と
い
う
学
生
が
何
人
か
い
た
が
、
今
は

ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
核
の
部

分
は
変
わ
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
戦
争

を
知
ら
な
い
世
代
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ

れ
に
真
摯
に
こ
の
事
実
に
向
き
合
っ
て
い

る
こ
と
が
、
学
生
達
の
レ
ポ
ー
ト
か
ら
は

伝
わ
っ
て
く
る
。

　
気
付
か
さ
れ
た
こ
と
も
多
い
。
記
念
館

に
展
示
さ
れ
て
い
る
学
生
は
当
然
だ
が
大

学
に
進
学
し
た
男
性
ば
か
り
で
、
女
性
や

当
時
の
大
多
数
で
あ
る
大
学
非
進
学
者
の

姿
は
見
え
に
く
い
。
展
示
見
学
が
悪
し
き

エ
リ
ー
ト
主
義
や
ヒ
ロ
イ
ズ
ム
を
増
長
し

て
し
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
。
と
り
わ
け
重

要
な
の
は
、
記
念
館
の
朝
鮮
人
学
徒
の
展

示
を
通
じ
て
複
眼
的
な
視
点
を
得
ら
れ
る

こ
と
だ
。現
在
学
生
に
は
留
学
生
も
多
く
、

見
方
は
当
然
異
な
る
。
一
度
学
生
と
学
徒

出
陣
を
語
る
時
間
を
授
業
内
に
設
け
た

折
、
そ
の
日
は
七
月
七
日
、
盧
溝
橋
事
件

の
日
で
あ
る
こ
と
に
私
は
全
く
無
意
識
だ

っ
た
。
授
業
終
了
後
に
あ
る
中
国
人
留
学

生
か
ら
、
授
業
で
話
せ
な
か
っ
た
胸
の
内

を
吐
露
す
る
メ
ー
ル
が
届
き
、
自
身
の
無

知
と
無
自
覚
を
恥
じ
た
。展
示
を
通
じ
て
、

展
示
さ
れ
て
い
な
い
物
事
に
思
い
を
馳
せ

る
知
識
と
想
像
力
の
必
要
を
感
じ
た
。

　
十
年
の
間
に
授
業
の
方
法
も
試
行
錯
誤

を
続
け
て
き
た
。
最
初
は
た
だ
見
学
し
て

も
ら
う
だ
け
だ
っ
た
が
、
の
ち
に
館
の
皆

様
に
解
説
し
て
い
た
だ
き
、
見
学
が
ま
ま

な
ら
な
く
な
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
収
録

映
像
の
視
聴
も
採
り
入
れ
た
。
映
像
は
、

展
示
紹
介
の
他
、
岡
田
館
長
と
学
徒
出
陣

ゆ
か
り
の
場
所
を
東
大
構
内
に
訪
ね
る
も

の
や
、
私
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
出

陣
学
徒
の
証
言
映
像
な
ど
を
織
り
交
ぜ
、

ネ
ッ
ト
上
で
受
講
者
に
限
定
公
開
し
て
見

て
も
ら
う
こ
と
と
し
た
。

　
五
月
祭
で
の
企
画
へ

　
こ
の
試
行
錯
誤
の
過
程
で
、
五
月
祭
の

企
画
も
な
さ
れ
て
い
っ
た
。昨
年
末
の「
不

戦
の
集
い
」
に
参
加
し
た
折
、
二
〇
二
三

年
が
学
徒
出
陣
八
〇
年
で
あ
り
、
各
大
学

で
関
連
企
画
開
催
を
望
む
記
念
館
の
声
明

に
触
れ
た
。そ
れ
に
も
触
発
さ
れ
な
が
ら
、

記
念
館
の
皆
さ
ん
と
話
し
合
う
な
か
で
、

五
月
祭
で
小
さ
な
展
示
を
行
う
と
い
う
ア

イ
デ
ア
が
生
ま
れ
た
。
早
速
過
去
の
受
講

者
に
声
を
か
け
、
数
名
の
学
生
が
お
手
伝

い
を
申
し
出
て
く
れ
た
。

　
準
備
着
手
の
遅
れ
か
ら
五
月
祭
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
に
は
間

に
合
わ
な
か
っ
た
が
、
五
月
祭
並
行
企
画

と
し
て
開
催
す
る
こ
と
と
し
、
記
念
館
と

の
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
て
展
示
内
容
な
ど

を
詰
め
て
い
っ
た
。
東
大
生
協
に
も
ぜ
ひ

ご
協
力
を
仰
ぎ
た
い
と
考
え
、
生
協
を
訪

ね
相
談
し
、
広
報
の
協
力
の
ほ
か
、
現
在

生
協
書
籍
部
に
置
か
れ
て
い
る
「
き
け
　

わ
だ
つ
み
の
こ
え
」
の
記
載
が
あ
る
ブ
ッ

ク
カ
バ
ー
を
展
示
室
に
置
か
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
叶
っ
た
。

　
学
生
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
実
に
軽
い
。

広
報
用
の
短
い
動
画
や
チ
ラ
シ
を
作
成
し

て
も
ら
い
、
記
念
館
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
ア
ッ

プ
さ
れ
、
多
く
の
閲
覧
者
が
あ
っ
た
。

　
二
日
間
の
展
示
か
ら

　
期
間
中
、
三
〇
平
米
ほ
ど
の
教
室
中
央

に
展
示
ケ
ー
ス
を
配
置
し
て
手
記
の
現
物

を
並
べ
、
壁
面
に
は
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
で

記
念
館
作
成
の
パ
ネ
ル
を
掲
示
し
た
。
テ

ー
ブ
ル
も
一
台
設
け
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

他
『
は
る
か
』『
き
け
』
の
各
種
版
、
岡
田

館
長
提
供
に
よ
る
関
連
資
料
な
ど
を
置

き
、
手
に
取
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
。

記
念
館
作
成
に
よ
り
手
記
と
文
字
起
こ
し

の
コ
ピ
ー
を
フ
ァ
イ
ル
に
し
、
展
示
さ
れ

て
い
る
箇
所
以
外
の
頁
も
読
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
に
し
た
。
初
日
に
は
岡
田
館
長
に

よ
る
解
説
、
ま
た
、
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

で
は
二
日
間
に
わ
た
り
映
画
『
日
本
戦
歿

学
生
の
手
記
き
け
、
わ
だ
つ
み
の
声
』（
一

九
五
〇
年
）ほ
か
関
連
映
像
を
上
映
し
た
。

　
多
く
の
来
場
者
を
お
迎
え
で
き
た
が
、

記
念
館
か
ら
の
案
内
ハ
ガ
キ
と
ツ
イ
ッ
タ

ー
を
組
み
合
わ
せ
、
多
世
代
の
方
々
に
訴

え
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
う
。
現
職

学
芸
員
、
歴
史
学
者
、
民
間
教
育
文
化
運

動
に
関
わ
る
方
々
な
ど
多
く
の
方
と
交
流

が
で
き
、
様
々
な
感
想
を
い
た
だ
い
た
。

八
〇
年
前
の
先
輩
と
現
役
学
生
の
共
同
作

業
が
さ
さ
や
か
な
が
ら
で
き
た
の
も
、
感

慨
深
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
一
方
で
課
題
も
残
っ
た
。
最
大
の
反
省

点
は
、
展
示
の
説
明
は
記
念
館
の
方
々
で

な
け
れ
ば
十
分
に
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

だ
。
若
い
世
代
は
た
だ
過
去
の
話
を
聞
く

だ
け
で
は
な
く
、
学
徒
出
陣
と
い
う
出
来

事
の
主
体
的
な
伝
え
手
に
な
っ
て
い
く
こ

と
の
可
能
性
が
、
今
回
の
展
示
企
画
で
見

え
て
き
た
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
で
も
学
生

達
は
来
場
者
の
質
問
に
対
し
て
自
身
の
言

葉
で
丁
寧
に
応
え
よ
う
と
し
て
い
た
が
、

そ
れ
が
希
望
の
第
一
歩
だ
ろ
う
。

　
今
年
秋
に
は
、
学
徒
出
陣
八
〇
年
を
め

ぐ
る
大
き
な
企
画
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。

学
生
達
も
お
手
伝
い
で
参
加
予
定
だ
が
、

秋
に
向
け
て
少
し
で
も
こ
の
小
さ
な
企
画

が
は
ず
み
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。
最

後
に
、
本
企
画
に
お
力
添
え
、
ご
参
加
い

た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　「
戦
没
東
大
生
の
遺
稿
展

 屋
屋
屋
屋
 們
学
徒
出
陣
八
〇
年
」
を
企
画
し
て
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屋
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学生作成によるチラシ

岡田館長（中央）による展示解説
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　初めて学徒兵の方の資料を拝見しまし
た。てっきり「国や天皇のために戦えて光
栄です」という言葉ばかりではないかと思
っていましたが、大半が日常的な話だった
り、戦争が早く終わってほしいといった話
だったりして、年齢も近い分、本当に私
（大学生）と変わらない人たちが死んでし
まったのだなとやるせない気持になりまし
た。なかには戦況や日本の当時の状況をし
っかり把握し、自分の考えをしっかり持っ
ている方もいて、こういった声が少しでも
国に届いていたらと思います。現在、戦争
反対や世界平和をあまり大声で叫ぶと嫌が
られる風潮もありますが、声を上げ、聞き
入れる姿勢はしっかり続けていけたらと願
うばかりです。 榎榎榎榎榎榎榎榎 （２０２２.５.３０）

栢

　インターネットでわだつみのこえ記念館
を知り興味がわき資料を見ました。内容を
見てみると昔の表現「せう」が多かったり、
意外とひらがなが多いことに驚きました。
この頃は右から左に読み、字は漢字とカタ
カナしかないものと思っていたのでふしぎ
に思いました。文も家族や妻や友人に送る
のに敬語が多いことも気になりました。ど
うして敬語なんだろうと気になりました。
枚数も１枚のはがきにびっしり書かれたも
のや、２、３枚のノート紙にどっさり書か
れたものなどさまざまで、家族や友人を応
援したりして相手を気にしていて、自分に
ついてはあまりふれてないものが多いと思
いました。 榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎 （２０２２.５.３０）

栢

　いつも前を通り過ぎる際に気になってい
たのですが、授業をきっかけに来館しまし
た。自分よりも若い当時の学生が戦死し、
生き残っても死刑になってしまったという
事実にたいへん胸が痛みます。こういった
悲しいことも伝えることでくり返さないこ
とにつながると思います。 榎榎榎 （２０２２.６.１０）

栢

　手紙に残された、死ぬ意味や自分のやっ
ていることの意味を考えたくないが考えて
しまうというような思いがとても心に残り
ました。また原本として状態が良いものが
多く、遺品となってしまったこれらのもの
を、家族や関係者がどのような気持ちで保
管してきたのだろうと思うと胸がしめつけ
られます。学徒兵は自分と年が近く自分も
文科学生なので（実際同じ学科、研究室の
人がいました）とうてい他人事と思えませ
んでした。 榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎 （２０２２.６.１０）

栢

　ロシアの侵攻で大東亜戦争当時の様子が
まざまざと浮かび出てきた。軍備増強、憲
法改正を、いつでも戦争するために声高に
いう政治家を選択するか否やの参院改選も
迫る中、よく似た状況にあるとここに来て
思いました。戦中の日本から一足飛びに現在
の日本に今や辿りつけます。日本の未来を担
っていくはずの若者が兵士の数の一つの片
として生命を断たれるレールの上を走らさ

れた無念を思いました。  （２０２２.７.１　大阪市）
栢

　大学に行く道でいつも見かける看板が気
になり入館しました。何十万人の戦死者の
one of themとしての認識しかなかった学生
の方々のリアルな言葉や絵画、詩などを見
ることで、たしかに生きていて、私たちと
同じように青春を送っていたことを思い、
深く心が疼きました。次の世代のためにも
二度と再び戦争をしないこと、他国の戦火
から一人でも多くの人を救い出せるにする
ことを目指したいと思っております。
 榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎 （２０２２.７.１　新宿区）

栢

「わだつみのこえ」という本を読んでいま
したが、今から８０年前に２０代半ばの若者が
戦争で死ななければならなかった現実と英
霊の皆さまの生の声を読むにつけ私は感極
まりました。日本国の今日の繁栄と平和は
彼らの尊い魂の元にあることをありがたく
思います。 榎榎榎榎榎榎 （２０２２.７.１６　川崎市）

栢

　大学で上原良司さんについて学び、それ
をきっかけに以前から興味を持っていたこ
ちらにお邪魔させていただきました。自分
と同じ年齢の方々が相次いで戦死されたと
いう事実に、言葉では言い表せない気持に
なりました。手紙も勇ましい言葉ばかりで
なく、写真を送りあうもの、日常を問うも
の……ごく普通の家族愛にあふれたものが
多く、たいへん貴重な資料に触れることが
できたと感じております。これらを展示し
ていただいてありがとうございます。また
ゆっくりお邪魔させていただきます。
 榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎 （２０２２.７.２０　文京区）

栢

　学校の自由研究で、戦争に関して記念館
に来ました。実際に戦死した隊員の遺書を
読むことでより深く理解することができま
した。また思いのほか戦死した年が今の大学
生くらいの人がいたのに驚きました。このこ
とを機に学校の人にも伝えることができた
らいいなと思います。  （２０２２.８.１５　世田谷区）

栢

　両親にあなたたちは戦争を知らないとい
われていました。満州生まれの母にかつて
話を聞き、父からは東京大空襲の話も聞き
ました。「わだつみのこえ」は読んでいまし
たが、ここは初めてです。亡くなった学生た
ちは父と同じような年齢でした。父は病気の
ために兵隊にはなりませんでした。改めて今
の世界状勢を考えるとき若い方々にここを
訪れて頂きたいです。 榎 （２０２２.９.２８　文京区）

栢

　無念に若い命を散らした方々の思いを少
しでも受けとる機会をくださりありがとう
ございました。この時代に生き、この命を
もって何をなしてゆくか、改めて思い返す

時間となりました。愚かな戦争は如何なる
理由があっても起こしてはならない。命が
どれほど大切か、天下を与えても代えられ
ない命等々を子どもたちにも伝えていきま
す。 榎榎榎榎榎榎榎榎 （２０２２.１０.１２　文京区）

栢

　戦時中小学生であった祖父から疎開先で
の話を聞き、祖母からは日本橋で見た大空
襲の話を聞いた。日本にいた祖父母でさえ戦
争の災禍にあっているのに、戦地へおもむ
いた学生たちの気持ちを推測することはで
きない。学生に限らず当時の人たちの気持ち
はもはや完全に過去のものになりつつある。
ウクライナでは多くの人びとが犠牲になっ
ている。平和を願う。  （２０２２.１０.１４　大田区）

栢

　今、または数年で自分が戦死してした時
代が日本でもあった、この時代でもそうい
う国がある、ということを感じさせられ
た。このような記憶を残す場所や物がキャ
ンパスの中にあるか、近くても外にあるの
かは今の学生がこのことを知るかどうか大
きく左右すると思う。  （２０２２.１１.４　大学２年）

栢

　「無言館展」を神戸で見て以来、“将来の
ある学生が戦争へ行かねばならないこと”
についてずっと考えていました。そして
今、また戦争が起き、世界を巻き込む不安
の中です。わだつみのこえ記念館で一人で
展示を拝見するこの空間、悲壮だけではな
い雰囲気です。学生に多く足を運んでほし
い、そして命を落とさねばならなかった彼
らの無念をくりかえさぬよう、人間には考
え、悩める知能や賢さがある。人が人を殺
すような蛮行、この先もくりかえしたくな
い、その一心です。 榎榎 （２０２２.１１.１８　広島）

栢

　どこの国でも何があっても戦争はやって
はならない。人は人を助けることができる
唯一の生き物で、人が人を傷つけてはいけ
ない。頭で考え行動に移せる賢さを持って
生まれてきたのだから。父の兄たちは戦
死、戦病死をしている。どんな思いで家族
と離れて何を思って亡くなっていったかを
考えると心がえぐられる思い。もうこんな
事で涙する人がいなくなることを心から願
う。 榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎榎 （２０２２.１１.２８）

栢

　国による圧力の下で国民、学徒が戦地に
散った日本の悲劇の一方で、本気で国を守
る覚悟のウクライナ国民とは比較できるも
のではない。本気で国を守る国民が育つた
めには魅力ある日本、夢をもてる日本の将
来というものが不可欠。どうすればいいの
か…… 榎榎榎榎榎 （２０２２.１２.１２　７０歳　男性）

栢

　東大３年生、２１歳になりました。学徒出陣
で亡くなった同年代の彼らが友人に重な
る。過去ではなく未来に見える。自分と同
じ年で生を終えた彼らの文字に、言葉に出
会えてよかった。戦争が“今”に、“未来”
になりませんように。 榎榎榎榎榎 （２０２２.２.６）
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 中
尾
  武
徳
 は
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）

な
か
お
 た
け
の
り

年
三
月
三
一
日
、
福
岡
に
生
ま
れ
た
。
福

岡
中
学
校
を
経
て
一
九
三
九（
昭
和
一
四
）

年
福
岡
高
等
学
校
（
文
科
丙
類
（
第
一
外

国
語
が
フ
ラ
ン
ス
語
））
に
進
学
し
、
一
九

四
二
（
昭
和
一
七
）
年
東
京
帝
国
大
学
法

学
部
政
治
学
科
に
入
学
、
一
年
八
カ
月
後

の
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
一
二
月

「
学
徒
動
員
」に
よ
っ
て
海
軍
佐
世
保
第
二

海
兵
団
に
入
団
、
土
浦
海
軍
航
空
隊
、
徳

島
海
軍
航
空
隊
を
経
て
香
川
県
の
 詫
間
 基

た
く
ま

地
に
配
属
、
神
風
特
攻
隊
琴
平
水
心
隊
の

一
員
と
し
て
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
五

月
四
日
沖
縄
海
域
に
出
撃
し
戦
死
し
た
。

　
一
九
九
七
年
に
画
家
で
西
南
学
院
大
学

教
授
で
も
あ
っ
た
弟
の
中
尾
義
孝
編
で

『
探
求
録
』（
櫂
歌
書
房
）
と
い
う
遺
稿
集

が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
義
孝
の
ま
え
が
き

で
、
特
攻
隊
出
撃
の
前
ま
で
の
武
徳
の
日

記
が
敗
戦
の
日
に
詫
間
基
地
で
他
の
遺
品

と
と
も
に
焼
却
処
分
さ
れ
た
こ
と
、
遺
書

と
も
思
わ
れ
る
手
紙
を
見
て
父
母
が
詫
間

に
面
会
に
行
っ
た
と
き
に
は
、
既
に
そ
の

前
日
の
早
暁
に
出
撃
し
た
後
で
あ
っ
た

が
、
戦
死
の
事
実
は
知
ら
さ
れ
ず
に
そ
の

ま
ま
帰
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

以
前
に
郷
里
へ
送
っ
て
い
た
学
生
時
代
の

日
記
、
読
書
録
や
書
簡
の
み
が
『
探
求
録
』

に
編
ま
れ
た
。

　
最
後
ま
で
懸
命
に
生
き
た
証
と
な
っ
た

で
あ
ろ
う
日
記
が
、
日
本
国
に
よ
っ
て
勝

手
に
焼
却
さ
れ
た
こ
と
は
、
遺
族
に
と
っ

て
大
切
な
武
徳
を
二
度
殺
さ
れ
た
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。
一
家
が
武
徳
の
戦
死
を
知

ら
さ
れ
た
の
は
、
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
で

あ
っ
た
。

　
武
徳
は
無
類
の
読
書
家
で
あ
っ
た
。
福

岡
高
等
学
校
一
年
生
の
一
年
間
だ
け
を
と

っ
て
も
、
長
塚
節
、
島
崎
藤
村
、
横
光
利

一
、
芥
川
龍
之
介
、
倉
田
百
三
、
徳
田
秋

声
、
山
本
有
三
、
志
賀
直
哉
、
川
端
康
成
、

幸
田
露
伴
、
賀
川
豊
彦
、
佐
藤
義
亮
、
島

木
健
作
、
武
者
小
路
実
篤
、
石
川
達
三
、

阿
部
次
郎
、
和
辻
哲
郎
、
森
鴎
外
、
高
山

樗
牛
、 暁
烏
  敏
 、
プ
ー
シ
キ
ン
、
ド
ス
ト

あ
け
が
ら
す
 は
や

エ
フ
ス
キ
ー
、
ゴ
ー
ゴ
リ
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
、

ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
、
ト
ル
ス
ト
イ
、
ア
ン
ド

レ
・
ジ
イ
ド
、
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
、
バ
ル

ザ
ッ
ク
、ジ
ュ
ー
ル
・
ル
ナ
ー
ル
、ロ
マ
ン
・

ロ
―
ラ
ン
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
四
大
悲

劇
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
自

叙
伝
、
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
な
ど
の
膨

大
な
書
物
を
大
変
な
熱
量
で
読
了
し
、
思

索
を
深
め
た
箇
所
、
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ

な
ど
も
率
直
に
し
た
た
め
た
読
書
感
想
が

日
記
の
大
半
を
占
め
て
い
る
。
同
時
に
、

高
等
学
校
の
「
ス
ト
ー
ム
（
バ
ン
カ
ラ
行

為
）」、
柔
道
の
練
習
や
試
合
結
果
の
く
や

し
さ
、
上
級
学
校
へ
進
学
す
る
た
め
の
手

段
ば
か
り
を
説
く
叔
父
へ
の
反
発
、
人
間

存
在
の
憂
鬱
な
ど
、
若
い
魂
の
彷
徨
も
時

に
ユ
ー
モ
ア
を
ま
じ
え
な
が
ら
綴
ら
れ
て

い
る
。
日
中
戦
争
が
三
年
目
に
入
っ
た
一

九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
、「
皇
紀
二
六
〇

〇
年
」
の
高
等
学
校
二
年
時
に
も
、
武
徳

の
読
書
熱
は
衰
え
る
こ
と
が
な
く
、
古
事

記
、
紫
式
部
日
記
、
津
田
左
右
吉
、
プ
ラ

ト
ン
や
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
ベ
ル
グ
ソ
ン
、
ニ

ー
チ
ェ
、
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
な
ど
を
読
み
、

人
間
と
は
何
か
、
西
洋
と
東
洋
の
精
神
な

ど
に
つ
い
て
思
索
を
巡
ら
し
て
い
る
。
し

か
し
次
第
に
近
衛
首
相
の
挙
国
一
致
内
閣

の
「
変
革
」
を
受
け
入
れ
、
徳
富
蘇
峰
の

吉
田
松
陰
論
に
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
戦

争
の
可
否
に
つ
い
て
日
本
帝
国
の
時
流
に

沿
っ
た
見
解
に
近
づ
い
て
い
っ
た
。

　
し
か
し
そ
れ
は
、
野
間
宏
の
表
現
を
借

り
る
な
ら
ば
「
十
五
、
六
歳
か
ら
二
十
歳

代
に
か
け
て
、
ひ
と
は
無
限
の
探
求
者
の

条
件
を
そ
な
え
る
。
…
た
だ
ち
に
補
充
さ

れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
血
液
は
急
速
に
更
新

さ
れ
、
…
魂
は
新
し
い
次
元
を
見
出
し
て

構
造
を
か
え
る
」（
東
大
唯
物
論
研
究
会
・

学
生
書
房
編
集
部
編
『
生
き
残
っ
た
青
年

た
ち
の
記
録
』
学
生
書
房
、
一
九
四
九
年
、

所
収
）
も
の
で
あ
っ
た
が
、
武
徳
に
は
「
構

造
を
か
え
る
」時
間
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
色
川
大
吉
は
、も
し
死
ん
で
い
た
ら『
き

け
わ
だ
つ
み
の
声
』
の
中
で
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
に
美
化
さ
れ
、
生
き
残
っ
た
人
た
ち
か

ら
哀
惜
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

歴
史
の
虚
像
、
偽
造
で
埋
め
ら
れ
た
自
分

の
日
記
を
点
検
し
、
汚
辱
を
こ
の
手
で
葬

り
去
る
こ
と
が
で
き
た
―
「
生
き
て
い
て

よ
か
っ
た
」（
色
川
大
吉
「
汚
辱
の
供
学
徒

出
陣
僑」
東
大
十
八
史
会
編
『
学
徒
出
陣
の

記
録
―
あ
る
グ
ル
ー
プ
の
戦
争
体
験
』
中

公
新
書
、
一
九
六
八
年
、
所
収
）
と
吐
露

し
た
。
し
か
し
、
繰
り
返
そ
う
。
武
徳
に

は
点
検
す
る
時
間
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
厳
然
と
し
た
事
実
で
あ
る
。

　
義
孝
は
あ
と
が
き
で
「
戦
争
は
あ
ら
ゆ

る
も
の
を
奪
い
去
っ
た
。
は
か
り
知
れ
ぬ

犠
牲
の
上
に
戦
後
五
十
年
の
歴
史
が
あ

る
。再
び
戦
争
は
繰
り
返
さ
な
い
と
誓
い
、

…
生
き
残
っ
た
者
は
…
常
に
平
和
を
悲
願

と
し
て
生
き
て
き
た
…
。
け
れ
ど
も
…
世

界
の
何
処
か
で
戦
争
が
繰
り
返
さ
れ
て
き

た
。
ど
う
し
て
人
間
は
愚
か
な
争
い
を
止

め
よ
う
と
し
な
い
の
か
。
何
故
に
平
気
で

大
量
殺
人
の
兵
器
を
造
っ
て
戦
争
に
備
え

よ
う
と
す
る
の
か
。
わ
れ
わ
れ
は
あ
ら
た

め
て
…
…
還
っ
て
こ
な
い
人
々
の
、『
は
て

し
な
き
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
に
耳
を
傾
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」と
記
し
た
。
現
在

の
世
界
情
勢
や
日
本
社
会
の
対
応
を
み
る

と
き
、
武
徳
の
懸
命
に
生
き
た
日
々
と
、

愛
す
る
兄
を
失
っ
た
義
孝
の
こ
の
言
葉
が

我
々
に
突
き
刺
さ
っ
て
く
る
。 屋
屋
 （
直
）

渦

蔚

唄

鰻
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◆
文
京
ミ
ュ
ー
ズ
ネ
ッ
ト

　
文
京
区
内
に
あ
る
博
物
館
・
美
術
館
・

庭
園
な
ど
三
五
施
設
（
当
館
も
加
盟
）
の

合
同
イ
ベ
ン
ト
「
文
京
ミ
ュ
ー
ズ
フ
ェ
ス

タ
二
〇
二
二
」（
一
二
月
一
五
、
ギ
ャ
ラ
リ

ー
シ
ビ
ッ
ク
）
に
当
館
は
戦
没
学
生
四
名

（
岩
ケ
谷
、
上
原
、
宇
田
川
、
原
）
の
遺
稿

（
画
像
）・
遺
影
・
履
歴
を
収
め
た
Ａ
２
パ

ネ
ル
四
枚
を
出
展
。
来
場
者
四
〇
四
名
。

会
場
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
三
九
名
。
当
館
の

パ
ネ
ル
に
つ
い
て
は
「
胸
が
痛
か
っ
た
」

「
じ
っ
く
り
見
学
に
ゆ
き
た
い
」と
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
た
。

◆
平
和
の
た
め
の
博
物
館
・
市
民
ネ
ッ

ト
ー
ワ
ー
ク

　
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
会
「
博
物
館
法
改
正

と
平
和
の
た
め
の
博
物
館
」（
二
〇
二
二
年

一
月
二
三
日
）
開
催
。

◆
催
行
行
事

・「
不
戦
の
集
い
」（
一
二
月
一
日
）
を
対

面
・
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
。「
学
徒
出

陣
」
上
映
と
講
演
「
学
徒
兵
　
木
村
久

夫
の
遺
し
た
も
の
」。
講
師
　
加
古
陽

治
。
参
加
者
九
七
名
。
ア
ン
ケ
ー
ト
回

答
二
一
通
。
会
場
に
て
「
声
明
　
学
徒

出
陣
八
〇
年
を
前
に
し
て
」
を
発
表
。

・「
戦
没
学
生
へ
の
手
紙
」
募
集
（
六
月
）

・
遺
稿
朗
読
会
（
七
月
）
Y
o
u
T
u
b

e
で
配
信
中

◆
教
育
機
関
へ
の
協
力

　
東
京
大
学
教
育
学
部
「
博
物
館
概
論
」。

◆
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
協
力

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
「
そ
し
て
　
学
徒

は
戦
場
に
」（
８
／
８
）

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
「
Ｂ
Ｓ
１
　
ス
ペ
シ
ャ

ル
　
山
本
五
十
六
と
供
開
戦
僑」（
８
／

　
　
再
放
送
）

１３
・
朝
日
新
聞
東
京
版
（
　
／
　
）

１１

２７

・
東
京
新
聞
し
た
ま
ち
版
（
　
／
　
）

１１

２６

・
共
同
通
信
配
信
（
　
／
６
～
８
）　
掲

１２

載
紙
　
三
〇
社

◆
来
館
者

＊
開
館
日
一
二
六
日
。
来
館
者
五
二
〇
名
。

＊
ふ
だ
ん
の
開
館
日
は
月
・
水
・
金
の
一

時
～
四
時
で
す
が
、
団
体
の
場
合
は
、

曜
日
・
時
間
等
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

解
説
も
い
た
し
ま
す
の
で
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

◆
ご
寄
付

　
記
念
館
の
維
持
・
発
展
の
た
め
に
会
費

（
維
持
、
賛
助
）
や
ご
寄
付
を
お
寄
せ
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ま
、
ま
た
来
館
の
折
に
カ
ン

パ
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
特
に
本
年
は
一
〇
月
二
〇
日
～
二
四
日

に
「
平
和
の
た
め
の
遺
稿
・
遺
品
展
─

「
学
徒
出
陣
」
八
〇
年
」
を
開
催
い
た
し
ま

す
の
で
、
格
段
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

◆
役
員
・
ス
タ
ッ
フ
紹
介

　
法
人
理
事
長
・
渡
辺
總
子
、
記
念
館
館

長
・
岡
田
裕
之
、
常
務
理
事
・
岡
安
茂
祐
、

奥
田
豊
己
。
ふ
だ
ん
の
記
念
館
運
営
は
岡

田
裕
之
、
奥
田
豊
己
、
広
岡
直
子
、
深
澤

か
よ
子
、渡
辺
總
子
が
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。 艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
艶
 （
Ｗ
）


